
（社）日本建築学会 

環境振動対策事例検討 SWG 第１０回議事録（案） 

 

Ａ．日 時：2011 年 4 月 12 日（火） 14:00～16:00 

Ｂ．場 所：建築会館会議室 

Ｃ．出席者：川本主査 他１０名 

 

Ｄ．配布資料 

 番号     内容                     

１０－０ 第９回ＳＷＧ議事録  

 １０－１ 振動事例一覧  

１０－２ 振動事例修正案・追加事例                

 １０－３ 合意形成説明事例  

 １０－４ 対策事例集の刊行物内容（案）      

 １０－５ 振動ＳＷＧ年間スケジュール（案）             

 １０－６ シンポジウム 

「建築・住宅におけるリスクコミュニケーションの活用」  

 

Ｅ．議事内容： 

（1）第 9 回ＳＷＧ議事録(案)の確認（資料 10-0） 

 

（2）シンポジウム「建築・住宅におけるリスクコミュニケーションの活用」について（資料 10-6） 

  2011 年 11 月 12 日に開催されたシンポジウムについて、概要説明。 

 

（3）振動事例一覧（資料 10-1） 

   事例の説明 

【報告内容】 

・各委員から提出いただいた事例が、資料 10-4-2、10-4-3 の検討フローのどの段階で対応したもの

かわかるよう修正。 

・各事例内で、測定結果等何が揃っているかわかるように修正。 

（4）対策事例集の刊行物内容（案）について（資料 10-4-1～10-4-6） 

【報告内容】 

・各事例をデータベースとする場合の補完資料とすることを想定。 

・資料 10-4-1 の修正内容 

・各事例の内容がわかるような補足資料的な役割となるように修正。 

 ・2.振動のメカニズムは、振動が発生する基本的な内容とし、【追加情報】として、振動のメカニ

ズムのイメージ図と振動レベルと体感（％）の関係を想定。 

 ・3.振動の種類は、縦揺れ・横揺れの発生要因等の説明を追加。 

 ・4.振動に影響する要因は、事例をみてその内容がわかるように、各項目の意味やそれらの影響

について追加。 

 ・5.振動の測定と評価は、事例をみて、実施した測定がどのようなもので、その結果をどう評価

すればよいかがわかるように追加。 

 ・資料 10-4-2、3 の修正内容 

 ・合意形成となった段階（ポイント）が明確になるように、各段階（ポイント）にＡ～Ｄの記号

を追加。 

・空欄、赤文字部分の検討事項追加等の検討が今後必要。 

・資料 10-4-4 の修正内容 

 ・資料 10-1 同様、資料 10-4-2、10-4-3 の検討フローのどの段階で対応したものかわかるよう、

右上に“フロー内対策段階”を選択できる欄を追加。 

 



【意見交換内容】 

・「資料 10-4-1 3.振動の種類」に体感振動以外の扱いを追加した方がよい。 

 

【報告内容】 

・資料 10-4-5・6 について 

   本 SWG の成果について、ホームページや 30 周年シンポジウム（2012 年 環境振動シンポジウ

ム（1 月 20 日開催予定））で成果公表してはどうかとの提案あり。 

 

【意見交換内容】 

・シンポジウムを目標とする場合、年内には成果物をとりまとめる必要がある。 

・対象をどうするかを明確にする必要がある。 

・データベースを成果物とし、上部 WG で刊行物とするかどうかを検討した方がよい。 

・環境振動委員会のページ上にアップするのでどうか。 

・ホームページ上にアップする場合、再度公開できる範囲を事例作成者にフィードバックする必要

がある。 

 

（5）今後の進め方 

 ①振動問題の事例のまとめ 

  ・振動事例の追加提出（各委員） 

   

②合意形成・説明性事例のまとめ 

  ・各委員より合意形成に関する事例（振動事例で説明に使用した事例等も含む）を提出（各委員） 

   

③対策事例集の成果物内容のまとめ 

  ・ホームページや 30 周年シンポジウム（2012 年 環境振動シンポジウム）での成果公表を想定。 

・対象をどうするかを明確にする。 

・ホームページ上へのアップを想定し、公開できる範囲を各事例作成者にて再確認。 

 

 

 

（6）次回開催について 

・日時：2011 年 7 月 5 日（火） 15：00～18：00  

・場所：建築会館会議室 

 

以  上 


